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北海道大学工学部研究報告

第140号　 （fi習＄目63年）

Bulletin　of　the　Faculty　of　Engineering，

　Hokkaido　University．　No．　140　〈1988）

汎用文章生成システムによる日本語主題表現の生成方略の実現

高橋 晃　　桃内　佳雄　　宮本　衛市

　（昭和62年12月26B受理〉

AR　lmplementation　ef　Strategies　for　Generating　Tepic

　　　Expressions　in　Japanese　Text　by　Generalized

　　　　　　　　　　　　Text　Generator

Akira　TAKAHASHI，　Yoshio　MOMOUCHI　aRd　Eiichi　MIYAMOTO

　　　　　　　　　　（Recieved　December　26，　1987）

Abstrast

　　The　need　for　good　text　generation　is　rapidly　increasing　in　man－machine　interface

thrbugh　natural　language　in　various　systems　such　as　database　systems，　expert　systems　and

machine　translation　systems．　A　sequence　of　sentences　must　exhibit　cohesion　to　be　con－

sidered　a　well－formed　text．　Ellipsis　of　topic　expressions　is　one　of　the　most　important

devices　to　create　cohesive　Japanese　texts．　To　decide　how　to　eliminate　a　topic　expression，

key　factors　such　as　focus，　coherence，　perspective　and　text　style　must　be　consjdered　effecti－

vely　through　the　process　of　generation．　ln　this　paper，　we　argue　about　strategies　for　gene－

rating　topic　expressions　using　these　factors．　We　also　describe　the　implementation　of　a

computer　text　generation　system　Hi－GTG　（Hokkaido　Universky　IRformation　Engineering－

Generalized　Text　Generator），　designed　to　incorporate　our　strategies　for　contro｝ling　the

generation　of　the　topic　expressions．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．はじめに

　文章生成は，人問の発話行為のモデルという見地からも興味深い研究対象であるが，また実用

的なマン・マシン・インタフェースの構成における重要な構成要素でもあり，その研究の有用性

は広く認められている。

　文章生成における重要な課題のひとつとして，生成文章の質の向上の問題がある。生成文章の

質の向上を考慮して文章を生成するシステムの開発における重要な問題は，

　（1）生成文章の質の評価をどのように行うか。

　（2＞生成文章の質を向上させる処理方略をどのように実現するか。

の2点である。

　文章の質を評価する指標として，文章の曖昧性，冗長性，明瞭性，統一性，調和性，目的適合

性などがある。われわれは，これらの指標の全ての評価に関連し，基礎となる性質として，文章

の結束性に着目した。従って，質の高い文章を生成するためには，生成される文章の結束性を考

慮することがきわめて重要であると考える。また，文章の結束性を保持するための処理は，文章
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生成の様々なレベルで考慮しなければならず，結束性を実現する具体的な言語的手段も多岐に：亙

るため，その処理は包括的に見通し艮く構成しなければならない。われわれは，そのために文章

生成を生成規則により形式的に記述し，そのなかに結束性の処理方略をモジュール化して効率よ

く埋め込むことのできる方法を採用し，その実現のためのシステムとして汎用文章生成システム

を作成した。

1．1結束性を考慮した文章生成

　文章は単なる文の並びではなく，各文の問には有機的なつながり，すなわち結束性（cohesion）が

必ず存在する。われわれは，結束性を適切に考慮することが生成文章の質を向上させると考える。

この結束性には以下の2つのレベルが存在する。

　（1）文章中の表現に陽に現れる表層的なつながり（連結性：conRectivity）

　（2）文章中の表現には陽に現れない意味的なつながり（首尾一貫性：coherence）

　（1）のレベルの結束性は，省略（ellipsis），指示（reference），接続（conjunction），語彙結合（lexica玉

cohesion）等の言語的手段を用いて達成される。

　（2）のレベルの結束性は，文相互の意味的関係，論理的関係，あるいは，先行文と後続文の名詞

表現の指示対象の間の連合関係，または前後の文脈の間接的な関連性や推論によって達成される8｝。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生成文章の結束性を考慮するため

　　GOAL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には，（1）の表層レベルでの結束性と，
r　　　l

co

L

op

l

L

rr

＠

　［　伽一　首尾一貫監を保持するための処理

　↓　　　　　　（レベル2）

文章の意味漁獲

　1
　　　　　
　1　←一　首尾一貫性を保持するための処理

　1　←一　連結牲を保持するための処理

　↓　　　　　　（レベル1，レベル2）
文の意昧構造

　l

　l　←一　連結瞥を保持するための処理

　↓　　　　　　（レベル1）
表層文

　　　　　　函1　文章生成モデル

（2＞の意味レベルでの結束性の両方を

考慮しなけれぼならない。われわれ

が想定している文章生成モデルの全

体構成を図1に示す。これまでに開

発された，質の向上を考慮して文章

を生成するシステムは，Appelt1）のよ

うにその出発点を発話のゴールに求

め，意味レベルのつながりを重視す

るものと，Granville2＞やDerr＆

Mckeown3｝等のように，あらかじめ

生成する文章の意味構造を与え，意

味レベルでのつながりを保証したう

えで，表層レベルのつながりの処理

を重視するものに分けられる。

　DerrとMckeownは，複文や単文などの文構造の選択を適切に行うことにより生成文章の質の

向上を図り，PROLOGのDOG形式を用いてシステムを記述した。しかし，このシステムはデー

タベースに対する質問応答システムの応答生成部のためのシステムであり，生成文章は2，3文

からなる比較的小さなまとまりの文章に限定されている。また，Appeltのシステムでは表層レベ

ルの結束性を考慮する処理は行われていない。一方，Granvilleにより開発されたシステムPAUL

は，拡張された文脈自由生成規則であるAPS（｝（Augmented　Phrase　Structure　Grammar）415）1こ

より文章生成アルゴリズムを記述するもので，その記述の中に，焦点情報の予測を行う処理や，

焦点情報と名詞句の距離を測る処理を埋め込み，文章中の適切な語彙間の結合を考慮して文章生

成を行うシステムである。PAULは文章の質を結束性という観点から択えたシステムであるが，

結：刺生の考慮の処理は，図！における③の連結性のレベルでの，語彙間の結合の処理のみで，文
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章全体におよぶ結束性の考慮の処理は行われていない。

1．2本研究の目標

　本研究は，PAULにおいては実現されなかった，図工における②のレベルからの結束性の考慮

の処理を行おうとするものである。また，それらの文章の結束性を考慮する処理としては，主題

表現の省略に焦点をしぼって考察した。主題表現の省略は，日本語文章において非常に多く生じ

る省略のタイプであり，文章の結束性を保持するために基本的な役割を果たしているものである。

結束性を考慮する処理を実現する方法としては，PAULで用いられた方法を踏襲して，　APSGに

より生成規則を形式的に記述して文章生成を行う汎用文章生成システムHi－GTG（Hokkaido

University　Informatlon　EngineeriRg－Generalized　Text　GeRerator）を作成した16＞17）。

2．主題表現生成の制御

　日本語文章における主題表現の省略は，文章の結束性を保持するための重要な手段である。日

本譜主題表現の省略の一般的に原則は，久野9），畠10）～夏2），永野13》，寺島14＞等で論じられているが，

それらを参考にしながら，本章では，主題表現の生成を制御する要因について検討し，さらに，

1．1で示した文章生成モデルに沿って主題表現生成の制御方略を構成する。ここで検討する主題表

現の生成を制御する要因は，一般に文章生成を行うときに必要な要因であり，特に，主題表現生

成のために必要なものとは仮定していない。

2。1　日本語二二表現の出現パターン

　日本藷の主題表現は，新しい主題については「…が」という表現で表され，既知の主題につい

ては「…は」という表現で表されることが多い。さらに，同一の主題が繰り返される場合には，

繰り返される主題表現を省略することにより文章の結束性を高めている。以下では，文の主題と

なる要素はその意味構造においてその文の焦点情報として示されると考え，さらに主題表現の出

現パターンを，二二導入，主題維持，主題変化，主題國復の4つに分類して考える。それらの4

つのパターンの各々について，主題表現をどのように表現するか，あるいは省略するかを決定す

る要因については次節で考察することとして，以下では教育出版しょうがくこくご1上の“むし

のはなし”を例として，主題表現の省略によって文章の結束性が強化され，文章の質の向上が図

られる様子を示すことにする（図2）。

　図2（a）について説明する。φの部分が

主題表現が省略されている所である。こ

の例では，文1で主題“あげはちょう”

が導入され，文2から文4までその主題

が維持される。文5で主題は“たまご”

に変化し，文6では主題は“あげはちょ

う”に園復している。ただし，文1から文

4までの主題は，インスタンスとしての

あげはちょう，文6の主題はクラスとし

てのあげはちょうであるとも考えられる。

1．あげはちょうが，みかんのきにとんできました．

2．　φ　ときどきおなかのさきをまげて，はに，なにかっけています．

3．φ　いったい，なにをしているのでしょう．

4．　φ　たまごをうんでいるのです．

5．　φ　うすいきいろのちいさなたまごです．

6．あげはちsうは，　いちまいのはに，たまごをひとつずつうみます，

　　　（a＞むしのはなし（一認）　1主題表現省略あり1

1．あげはちょうが，みかんのきにとんできました．

2．あげはちょうはときどきおなかのさきをまげて，はに，なにがつけ

ています．

3．あげはちょうはいったい，なにをしているのでしょう．

4．あげはちょうはたまごをうんでいるのです．

5．たまごはうすいきいろのちいさなたまごです．

6．あげはちょうは，いちまいのはに，たまごをひとつずつうみます，

　　　（b）むしのはなし（・部）　【1三題表現省略なし【

　　　　　　　図2　むしのはなし

　このような短い文章においても，もし主題表現の省略が行われなければ，図2（b）のように文章

はひどく間延びしたものになり，結束性と言う観点から文章の質が低下することは明らかである。

2．2　主題表現生成を制御する要因

　文章の主題表現を生成する要因となる情報を次の4種類に分類して考えた。
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　（1）文章の意味構造レベルで記述される情報

　文章のスタイル（STYLE）：文章のスタイルとしては，説明文，物語文，談記文，日話文等がある

　と考えられる。

　（2）段落の意味構造レベルで記述される情報

大域的焦点（GFOCUS）：段落全体に及ぶ発話者の話題の中心であり，1段落に一つ存在すると考

えられる。

　（3）文の意味構造レベルで記述される情報

直接的焦点（FOCUS）：文における話題の中心であり，1文に一つ存在すると考えられる。文の主

題となる要素はこの焦点として示されると考える。

・視点（PERSPECTIVE）：文の発話者の視点である。文中で言及される各要素と発話者の距離関係

　が問題となる。

強調（STRESS）：文中で特に強調する要素である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　場面（TIME，　SPACE）：文の背景となる場面情報。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献の連接関係（COHERENCE）：段落中での文と文の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　意味的なつながりである。順接，逆接，添加，対比，転

　　　　　　　　　　　　　　　　　　換，同列，補足，連鎖等があり，さらに細かく分類でき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　る15＞。なお，“むしのはなし”の文章の意味構造に現れる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　連接関係を表1に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）表層文が生成される時に生じる文脈的な情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1），（2），（3）のそれぞれの履歴と表層レベルにおけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　る名詞表現の履歴を主題蓑現生成のための文脈的な情報
　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　と考える。

2．3　主題表現生成の制御方略

　　主題表現生成の制御は，2．2のそれぞれの情報を文脈情報としてリストに保持し，それらのリス

　トを参照したり，操作したりすることによって行う。現在考えている文脈情報リストを表2に示

す。このうちSTYLEには文章全体レベルの情報が格納され，　GFOCUSには段落レベルの情報が

格納される。FHST，　PLIST，　CLIST，　TLIST，　SLIST，　NLISTには，文レベルの文脈情報の

履摩が格納される。また，リストに対する操作としては表3のようなものを考えている。

表1　文闘の連接関係（一部）

丁ab韮e 韮　A　　part　of　coke「ence　　「e五at韮ons．

τOP 文頭

A了丁 添ノ溺・上勝

SE唾 添残レ継起

聡L 連鎖・連係
SPP 補是

TU紐 転換

闇s （疑悶に対する答えとしての）

日日・補足説明
T臼A （斯しい話題への）転換・推移

　表2　文脈情報リスト
Ttable　Z　ConLcxt　infor－atien　llsts．

STYLE

GFiOCUS

CLIST

Fl，匡ST

SLIST

TLIST

l）LlST

翫，lsT

ST職SS

文’：tのスタイル

大域的焦点（global　fOCUS）

文聞の連接関係リス　ト

　　　　（cohcrence　目st＞
且ド〔援的焦点リスト（「OCUS崖ist）

空慣1的場tfliリスト（＄paCC　Iist）

1晦］tll的場Ehiりスト（tl隅。　llSし）

視1，版リスト （pcrSPCCLiVC　IiSし）

名」；】リ　ス　ト　（匪0聴n　匡is亀）

強調される要素

表3　リストに対する操作

CLEAR｛LIST｝

PUSII｛LISZRF，CORD）

POP｛1．IST＞

TOP（LEST）

SECeND（LIST）

TIIIRD（LIST）

瀦魏MIIヒR（LlST．RECORD｝

Mh；U陪£R＄（藍，匡ST．R£CORD》

SMh：　liBh；R｛1．　IST．　RECeRD）

LISTの栂容をクリアする．

liISTに職CO2Dをプッシュする．

LISTから就CO齢をボッブする．

LISTの先頭要素を返す．

LISTの第2要素を返す．

LIS下の第3要素を返す．

齢CO配DはLISTの要素であるか．

RPCORDまたはR構0帥の上1立概念

はLISTの要素であるか．

RECORDはLISTまたはLIST要索の

1二偉概念の業合の要素であるか．

　これらのリストとリストに対する操作を用いて，文章中の主題表現生成の制御方略を以下に述

べるように構成した。ここで〔……〕は，それぞれの場合の条件をリストに対する操作などを用い

て形式的に記述したものである。
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（1）文章全体レベルでの処理　文章のスタイルが，R記文のような特別のものであれば（〔STYLE＝

‘DIARY’〕），以下のレベルでの主題表現は原則として省略する。

（2）段落レベルでの処理　主題参照の新しい環境を作るため，文脈1青報のクリアを行う（CLEAR

（FLIST），　CLEAR（NLIST）・…一・）．

（3）文レベルでの処理　まず，主題表現の出現パターンの場舎分けをFHSTを参照することで

行う。これは99　10”12），永野3｝のいう主題の展開，主語の連鎖に対応している。

　主題提示一FLISTもNLISTも空である。
　　（FLIST＝　di，　NLIST＝　di）

　主題維持一現在の文の主題が直前の文の主題と等しい。

　　（TOP　（FLIST）　＝＝　SECOND　（FLIST）　）

　主題変化一現在の文の主題が，同一段落のそれまでに出現したどの主題とも異なる。

　　CTOP（FLIST＃SECeND（FLIST），　MEMBER＄（FLIST，　TOP（FLIST））　＝di）

　主題回復一現在の文の主題が直前の文の主題とは異なるが，同一一段落のそれまでに出現したど

れかの主題と等しい。

　　CTOP（FLIST）tSECONP（FLIST），　MEMBER＄（FLIST，　TOP（FLIST））＊ip｝

　以上のような場合分けの後，一般に，主題維持中の主題表現は省略し，主題変化，主題回復時

の主題表現は省略しないという基本的な方略を適用することになる。しかし，例外が存在して，

主題維持中の主題表現で省略しない場合や，主題変化，主題回復時の主題衰現で省略する場合が

ある。

　そのような場合の主題表現の省略の綱御は，視点の考え方を取り入れた久野9｝の方略だけでなく，

寺倉14）のいう継続文なら省略，非継続文なら非省略という原則を文問の連接関係によって調べる

という方略をも含めた，以下に示すような方略によって行う。

（ア）主題維持中の主題表現で省略しない場合

　①主題心逸が強調要素である場合

　　　（STRESS＝TOP（FLIST））

　②場所が大きく変化した場舎

　　　（TOP　（SLIST）　＝　SECOND　（SLIST）　］

　③時間が大きく変化した場合

　　　（TOP　（TLIST）　＝　SECOND　（TLIST）　）

　④前文との連接関係が特別の関係である場合

　　　〔MEMBER（（補充1，制御1，…・一），　TOP（CLIST））〕

　　（「補充1」は1建前の文に対する連接関係が「補充」であることを表す。以下同様）

（イ）主題変化時の主題表現で省略する場合

　①前文も現在の文も現在の文の主題の視点からみた文である場合（新主題条件9））

　　　（TOP（FLIST）＝TOP（PLIST），　TOP（PLIST）　＝SECOND（PLIST）］

　②前文も現在の文も前文の主題の視点からみた文である場合（異主題条件9｝）

　　　CSECOND（FLIST）　：SECOND（PLIST），　TOP（PLIST）　：SECOND（PLIST））

　③前文との連接関係が特別の関係である場合

　　　〔MEMBER（連鎖・連係1，……），　TOP（CLIST））〕

（ウ）主題回復時の主題表現で省略する場合

　①3文間の連接関係が特溺の関係である場合
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　〔TOP（CLIST）＝補足2’，　SECOND（CLIST）＝‘連鎖・幽系1’〕

または

　〔TOP（CLIST）・‘添加・序列2’，　SECOND（CLIST）＝‘連鎖・連係1’〕

3．文章生成システム　Hi－GTG

　文章では汎用文章生成システムHi－GTGと，そのデータの表記法であるNLP記法について簡

単に述べる。

3．1文章生成システム（Hi－GTG）の概要

　文章生成を形式的に記述するためのシステムとして，北大大型計算機センタのUTILISPおよび

apollo－DomainのCommonLisp上に文章生成システムHi－GTGを作成した16・’7）。　Hi－GTGは，

あらかじめ与えられている生成文法および辞書を用いて，文章の意味構造から文章を生成する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文章の意味構造や文法，辞書を記

　　　　　　　　　　　　　NLPトランスレータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　述するための言語の仕様はMITで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開発されたNLPシステム2）におけ
文法（NLP－RULE）　　　LISPボトムアップパーザ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るNLP記法の仕様をほぼ満たすも
辞書嬢LP一目CORρ）→　　を用いてS式に変換
文章の意味構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　のとなっている。Hi－GTGは・NLP

　　（臓p一麗CORD｝　　　　　　↓（LIsp　S－EXPRESSlON）　記法で書かれた辞書，文法記述，

　　　　テキストジェネレータ　　　　　　　　　　　　文章の意味記述をLISPのS式に

　　Fツプダウン，漆さ優先方式

（　　形態素生成モジ」一ル　．　）

（　ローマ字カナ変換モジュール　）

　　　e
出力　　日本語文章

　　　　図3　Hi－GTGシステム

変換するNLPトランスレータと，

トップダウン，深さ優先方式で文

章を生成するテキストジェネレー

タ，および形態素生成モジュール，

ローマ字やカナ変換モジュール

等6）’ηのユーティリティから構成さ

れている。図3にH三一GTGの概略

図を示す。

3．2　NLP記法

　NLP記法はNLPレコードとNLPルールの2種類からなる。

　3．2．1NLPレコード　本システムの基本的なデータ構造がNLPレコードである。NLPレコ

ードにより，辞書，文および文章の意味構造を記述する。このNLPレコードは格フレーム形式と

同等の意味記述能力があり，一般的な形式は

　　レコ・・一一　S’名（代入操作部〉：

で表すことができる。

　レコード名は，そのレコードの名前であり，フレームシステムにおけるフレーム名に相当する。

また，代入操作部でレコードの属性に値の代入が行われる。

　代入操作部の形式は基本的には

　　属性名：＝属性値

　　属性名：＝｛LIST関数呼び出し｝

の2通りである。属性名は任意のアトムであり，属性値はアトムを”‘“で囲んだもの，もしくは

関数呼び出しが返す値である。属性の記法は，以下の2つの簡略形式がある。

　　属性値（属性名を省略した形式）
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これはSUPという特別な属牲への代入を表す。すなわち，「属性値」は，　SUP：＝属性値と等価

である。属性名SUP上位概念を示し，階層的な概念構造を表すのに用いられる。

　　属性名（属性値を省略した形式）

これは属性の存在が重要であって，属性値が意味を持たない，あるいは興味がない場合の記法で

ある。システムはこの属性値に定数「T」を与える。すなわち，「属性名」は，属性名：＝‘T’と等

価である。この記法は本システムでは辞書の品詞やアスペクトを表すのに用いられている。なお，

関数呼び出しについては，次のNLPルールのところで説明する。

3．2．2NLPルール　NLPルールは文章の生成規則を記述する。一般的な形式は，

　　〈テスト〉一一〉〈クリエーション〉

である。〈テスト〉は「レコード名（テスト部）」，〈クリエーション〉は「レコード名（アクション

部）」からなる。

　NLPルール中のテスト部およびアクション部の記述には，レコードの属性にアクセスするため

のさまざまな機能を用いることができ，NLPルールは拡張文脈自由生成規則となっている。以下

にそれらの機能の一部についての簡単な説明を行う。

（1）参照　テスト部およびアクション部では，自分のレコードの属性を直接探索していく直接

参照，他のレコードの属性を探索していく間接参照，指定した属性が見つかるまで，ある属性に

沿って探索していく連続参照の3通りの記述ができる。

（2）代入およびコピー　アクション部では，属性への代入，および他の属性値をコピーする記

述ができる。

（3）　その他の機能　主なものに関数呼び出しがある。NLPレコードおよびNLPルールのテス

ト部とアクション部には関数呼び出し

　　LIS王）関数：〈弓1数，　……　〉

を記述でき，引数には上記の（1）で示される属性値を用いることができる。

3．3文章生成アルゴリズム

　文章生成のアルゴリズムは文章生成規則を記述したNLPルールと，文章の意味構造を記述した

NLPレコードから，トップダウン，深さ優先方式の処理で文章を生成するという簡潔なものであ

る。以下で，文「はなごがあるく。」の生成

例により文章生成アルゴリズムについてそ

の概略を説明する。

　図4にNLPルール，　NLPレコード，生

成の出力およびスタックの変化の様子を示

す。生成の開始は，データ（SENT　SENT1）

をスタックに積むことにより行う。これは

「レコードSENT1を用いてSENT（文）の

レベルから生成を始めよ」ということを意

味する。〈テスト〉がSENTにマッチする

ルールの適用が試みられる。この場舎，SENT

から始まるルールは1つで，かつテスト部

がないので無条件にこのルールが適用され，

データ（NP※REC1※），（VP※REC2
※），（※MAMU※T）が作られ，スタック　　　　　図4　「はなごがあるく」の生成例

HLPル．
ノレ　　　　　Sε村T　　一一＞　　HP（瓢S旧BJECT（SE腱丁｝　） 了PαSEKT｝ 蝦A即■　；

慢P　　一一＞　　0騒TPぴT（瓢鷺P｝　　P　（SUP　　：罵 ’6パ）

サP一＞00丁門丁（＝VP｝；

凹1．Pレコ．一 ド　　　　　S蹉HT夏　（．AKUKじ’．　　SUHJBCT　　：＝ ’Ar ）；

Al　c照HAKO’）

ほ1力 蕉或のためのスタックの内容のダンプ

（｛S鷺謹↑S卵↑D》

（　（琵P　　　零BECI参〉　　（￥P　　零2駐C2蕃〉　　（■鋼AkU妻 T））

（　（00τPUτ　　蓼R㍑C3蓼）　　（P　　■只㍑C4奪｝　　（VP 報£C2‡） （棚A盆u■τ））

HA麗A紅。

（　（P　　零EEC4　魯｝　　（サP　　孝R陀C2塾）　　（■閥ARU零 T＞）

GA

（（VP毒RkC2・）（蝋ARU穿丁）》

（（0賎TPBT　　零騨EC5■｝　　（蓄難ARU塗　丁）｝

A藍BKU

（｛蝦ARU．　T｝）

o
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に積まれる。ここで，※REC2※，※REC3※はアクション部を評価した結果作られる新しいレコ

ードである。例えば，※REC1※には属性SUP：＝‘HANAKO’が与えられるが，これは，アクシ

ョン部％SUBJECT（SENT）の評価の結果，（SENT　SENT1）に含まれるレコードにSENT1の，

属性SUB∫ECTの属性値A1で参こ口れるレコードの属性および属性値（‘HANAKO’）がコピーさ

れることによる。次のルールの適用はスタックの先頭のデータ（NP※RECI※）に対して行われる。

そして，表層表現の出力は対応するルールの存在しないレコード名（OUTPUT）のデータ，および

句点を出力する特別なレコード名（※MARU※）のデータがスタックの先頭にあるときに行われる。

4．Hi－GTGによる文章生成例

　2．1の例で用いた“むしのはなし”に対応する文章をRi－GTGによって生成した例について述

べる。なお，焦点情報の決定を含めて，文章の意味構造の作成は人手によって行った。

4．1文章の意味構造の魏述

　文章の意味構造は，文章レコード，段落レコード，および文レコードの3つのレベルで構成さ

れる。文章レコードは，段落レコードのリストと，文章のスタイルを表す情報からなる。段落レ

コードは，文レコードのリストと，大域的焦点情報からなる。そして，文レコードには文の格フ

レームによる意味記述と，直接的焦点情報，視点情報，文問の連接関係の情報，強調情報などの

情報が書き込まれる。

TEXI　（　PARAS　：tt　LIST　〈　“Pl’　．　’P2’〉　．

　　　STYLE　：＝　’”eRMAL’）；

　　図5（a）　文章の意味構造

Pl　（　SEHTS：＝LIST〈　’SEHTI“．’SENT2’．

　　　　’SENT3’．’SERT4’，’SENTS’．’SEHT6’〉　．

　　GFOCUS　：＝　’AGEHATVOV’｝；

P2　（　SE閥TS：二L紅ST〈　’SεNT7．．．SENT8’．’SビNT9．，

　　　’SEIiTIO’．’SEHTI1’．’SENTIZ’，’SL；NTt3’　〉　．

　　GFOCBS　＝＝　LIST〈’ARI’．’TENIiTOU闇US籔江「〉　）

　　　図5（b）段落の意味構造

SE麗丁三　《　’蓋鯉£凹．　，　PST　，　DεCLARAT崖VE　，　POL　，

　　　みみむ　ニに　コ　ゴ
　　　SPT、ゼ、、・：

　　　S．匿ET　；＝　’S塗SE到τ1’　，

　　　FOC口S　：＝　’甜！’　，

　　　P■P　：＝　’κ0駐謎AL’　．

　　　S‡R　＝＝　．TOP「　）　；

隔1　（’A6£HATYO目’）；

H2　（　’渥1●　．　SORT　：＝　’矧1【A酎N7　）；

S零SεHT置　（　’TOHU’　，　P聾～S　，　D龍CLARムTI￥E

　　　　AAG　＝＝　’Hズ

　　　　SPT　：＝　．展2・　　　）；

4．1。1文章の意味構造　図5（a）に・むしのはなし・　　SEHT6　clll’、二lii．’DECL＾9＾τIVE・POL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。。B：．　’，，・：
の文章の意味構造の例を示す。この文章　TEXIは2つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　ニコ　ビアみ　　ロ　コ
の段落P1，　P2からなり文章のスタイルは，「普通　　　　DF：C　：ts　’M3’　．

（STYLE：一・NORMAL・）、である。　　　　　；！1∵、灘1∵o巳’『

4．1．2段落の意味構造　図5（b）に“むしのはなし”　　　　　s’R：＝’SPP2’）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5（c）　文の意味構造
の殺落の意味構造の例を示す。段落P1は6つの文から

なり・大域的焦点は，「あげはちょう（GFOCUS：＝‘AGEHATYOU’）」である。

4．1．3文の意味構造　図5（c）に“むしのはなし”の文の意味構造（の一部）の例を示す。文は属

性SUPとして述語をとり，アスペクト等の情報や格情報，焦点情報，文の連接関係の情報等を含

んでいる。SENT1が表している内容は，述語が（来る（‘KURU’）」，時制が「過去（PST）」，動作

主が「N1（AAG：＝‘N1’）」，直接的焦点が「N1（FOCUS：＝‘N1’）」等々ということである。

4．2主題表現生成の制御方略の実現

　2．3で述べた主題表現生成の制御方略は自然な形で本システムで実現することができる。

（1）　3文問の連接関係を考慮する方略の実現例　図6（a）に焦点情報により主題表現の出現パタ

ーンの類別を行い（「2，3（3）文レベルでの処理」を参照），さらにその衰現を省略するか否かを
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決定する処理を埋め込んだ（NP一やNP）という名詞句の生成規則を示す。

（2）　前文と現在の文の焦点を考慮する方略の実現例　図6（b）に3文問の連接関係を考慮する処

理（「2，3（3）（ウ）主題回復時の主題表現で省略する場合」を参照）を埋め込んだ（SENT→NP

VP）という文レベルの生成規則を示す。

雇P（SU陪J窮CT．N琴LL〈FLlS了（’PREV…0＃S’》〉｝

　一一・〉　nP（　一SUBJECT　，　P　：t　’GA’　）：

liP｛SUBJECT．REF　＝　CARI〈PLISTCPREVIOUS’｝〉）

　一一〉　擁P（　一S日BJECT　．　P　＝＝　●UA9　．　0閣層丁　》；

N？〈SgBJEeT．

　頚EMBERFLIST〈REF。FLlST（’PREV整GIS’）　　〉　｝

　一一〉　NP（　一SUBJECT　．　？　：＝　’NN　）：

聾P｛S罪駐J£C丁）

　一一・〉　NP〈　一SVBJeCT　．　P　：＝　’GA’　）；

図6（a）霊山出現パターンの分類

SEN丁（s饗BJ£cT　，

　　CA9奪くFLIS丁（．C響2RE睡T．）〉　＝

　　CADR辱くPLIST（’PRE守韮0讐S．》〉　．

　÷（　CAtt奪くFLIST｛’CVR獄…INT’｝〉　＝

　　CARi（FL播丁｛’PREVIOUS’）〉　｝　．

　　CAR蔀くCLI’STC？RE▼100S’｝〉　＝　「REL1．　，

　　CARt〈CもlST（●Cじ鼠RR鐸T’）〉　冨　’SPP2’　｝

一一 r　擢P　（滋SgBJ髭CT｛SENT）　，

　　配EF　＝＝　SUBJeCT（S置r選τ｝　，　SひBJECT　含　0麗‘τ

　vp　｛xsENr）　；

　図6（b）　3文間の連接関係の処理

4．3　文箪生成例

　“むしのはなし”の生成例

を図7に示す。文章の意味構

造に対応して主題表現の生成

の制御が適切に行われ，教科

書中の“むしのはなし”の文

章とほぼ同じものが生成され

ている。教科書中の文章と異

なる生成がなされているのは，

主題以外の省略，数詞表現の

選択等で生じており，これら

を適切に制御することは今後

の課題である。

　以下の（1）から（3）では，

〉（GENLP　’（TEXT　TEXI）〉

　アケ’ハチョウ　カ．　ミ爵ン　ノ　キ　ニ　トンテー　キマシタ．｝キ｝ρキ　オナカ　ノ　サキ

オ　マケ’テ，　A　：　ナニ喬　オ　ツケテ　イマス．イ7タイ　ナニ　オ　シテ　イ彫ノテ．シsウ．

クマコ’　オ　ウンテ’　イ簿ノテ’ス，ヲノ　タマコ“　A　ウスイ　キイロ　1　チイサナ　タマコ♂テ’

ス．アケ’ハチsウハ　1マイノ　ハ　：　タマコ’オ　ヒ｝ツス．ワ　　ウミマス．

アリ　｝　テントウムシ　掬’　インカ．シソウニ　ハ’ラ　1　クキ　オ　ア駒イテ｛マス．｛vタイ　ナニ

オ　シテ　｛毎ノテーショウ．トρチラモ　アフ．ラムシ　オ　サお・シテ　ィ薄ノテ．ス．アリ　A　アブ．ラ

ムシ　オ　ミヲケ爵｝，　tケ’　テ・　アフ．ラムシ　オ　力爵タ　タタキマス．ソシテ，　アブtラムシ　掬う

テ’浄　アマ1　シル　　オ　スイマス．テントウムシ　ハ　アフ’ラムシ　オ　ミツケ秒卜．　アブ．ラムシ　君

タへρテ　シマイマス．1ニチノ　t　二　10ヒ曾キタ■ライ　アフ，ラムシ　オ　タへ．マス．

NIL

＞

　　　　　　　　　　図7　文章生成例

意味構造の変化が生成される文童に及ぼす効果を示す例として，名詞句をクラスと見なすかイン

スタンスと見なすかにより生成文章に違いが生じる例を示す。

（1）第6文の焦点をクラスとしての“あげはちょう”と考えて文章を生成。SENT6において

AAG：＝‘AGEHATYOU’とすると，生成文章の第6文は次のようになる。

　　　アゲハチョウ　ハ　1マイノ　ハ　ニ　タマゴ　オ　ヒトツ　ズツ　ウミマス。

（2）第6文の焦点をインスタンスとしての“あげはちょう”と考えて文章を生成。SENT6にお

いてAAG＝：‘Nl’とする。

　　　1マイノ　ハ　ニ　タマゴ　オ　ヒトツ　ズツ　ウミマス。

（3）第6文の焦点をインスタンスとしての“あげはちょう”と考え，さらに，その焦点を強調

して文章を生成。SENT5においてAAG：＝‘Nl’，　STRESS：＝‘N1’とする。

　　　ソノ　アゲハチョウ　ハ　1マイノ　ハニ　タマゴ　オ　ヒトツ　ズツ　ウミマス。

（強調のため，指示代名詞‘その’が生成されている。この処理は，本論文で考察した主題表現の生

成制御とは別の処理によって行っている。）



142 高橋晃・桃内佳雄・宮本衛市

5．む　す　び

　日本語主題表現の生成方略について考察し，それを汎用文章生成システムHi－GTGによって実

現した。小学校低学年の国語教科書の説明文章程度の主題表現の生成の制御を実現することがで

きた。

　さらに，多くの文章の生成実験を行い，生成方略の整備を行いたいが，次のステップの結束性

の制御としては

（1）　主題表現の代名詞化の制御

（2）　接続詞の選択の制御

等を考えている。
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